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フィールド・フロー株式会社 紹介

世界に驚きと喜びと安心を。

【人生の目的】

【人生の使命】

【人生の価値】

1/1000のすごい人を
さがす・つなぐ・楽しくする！

進化の源泉
（®事業脚本家）

設立年

２０１４年７月

本社

北九州市小倉北区
京町2丁目2-19-3F

活動エリア

全国

業種

ビジネス
コンサルティング

代表取締役

渋谷 健

資本金

１６００万円
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現在の主な取り組み

【経営品質向上】
経済産業省創設

おもてなし規格認証
OSTi総合ファシリテーター

【健康長寿】
セルフ・フードプランニング
（農林水産省「知」の集積と活用の場）

代表プロデューサー

【モビリティ】
Next Mobility Community

世話人【地方創生（北九州）】
コワーキングスペース秘密基地

エバンジェリスト

【地方創生（長野）】
NICOLLAP

地域共創ラボ プロデューサー

【ビジネス・イノベーション】
デジタルビジネス・

イノベーションセンター
ディレクター

【イノベーター育成】
ナゴヤ

イノベーターズ・ガレージ
運営委員
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【金融改革】
価値を大切にする金融実践者の会

理事

フィールド・フロー株式会社
代表取締役
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◼学術的な知識と現場での体験を通じて得た
実践的な”気づき“を社会に共有し、新たな可能性へのシナリオを描く。

6

提供価値

知識 体験気づき

共有

新たな可能性へ
今回は必要そうな情報を

アウトライン的にご紹介します。

★★★
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◼フィールド・フロー株式会社について
https://fieldflow.jp/

◼渋谷健の最近の取り組みについて
http://fieldflow.jp/2020/07/26/works202007

◼デジタルビジネス・イノベーションセンターについて
https://www.dbic.jp/

◼ DBIC ビジョンペーパーについて
https://www.dbic.jp/news/visionpaper/
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参考）関連情報について

https://fieldflow.jp/
http://fieldflow.jp/2020/07/26/works202007
https://www.dbic.jp/
https://www.dbic.jp/news/visionpaper/
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社会環境の認識（3分）
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ご参考）IMD国際競争力ランキング

https://www.dbic.jp/news/visionpaper/

「日本はもはや
先進国ではない。」

★★★

https://www.dbic.jp/news/visionpaper/
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強烈なアンカリング

昭和の経済成長

染みついた無気力感

失われた３０年（平成）

◼現代社会に対して昭和の成功体験からの認識と、
平成の失われた３０年からの認識が同時に存在し、対立的になっている。

噛み合わない社会認識

現代社会

正規雇用

役付

大企業

製造・金融・インフラ

都市（特に東京）

５０代

高学歴

男性

非正規雇用

非役職

中小・零細企業

サービス業

地方

若年層（２０代前後）

低学歴

女性

GAP

一
要
素
だ
け
で
も
社
会
的
に
不
利
に
な
り
や
す
い

要
素
を
持
っ
て
い
る
ほ
ど
社
会
的
に
有
利

社会の
主導権
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★★★
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まとめ

衰退する
社会

低迷

余裕なし

格差・分断取り繕い

11

★★★
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課題意識の共有（5分）
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ポイント

良くも悪くも
“ものづくり”

13

×
目的としてのお金

★★★
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◼昭和を支えた“ものづくり”が社会全体に広がり、
日本型経営のスタンダードであり、前提となっていた。

日本型経営

Check：評価

Plan：計画

Do：実行Action：改善 KAIZEN

「よい“もの”は売れる」

低価格（安い） 高品質（うまい） 短納期（早い）

企業戦士 モーレツ社員
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◼事業の規模を問わず本質的にやるべきことは同じだが、
少ない人数で、労働集約的に対応するため、やるべきことがやれない。

15

現場の労働集約化

【本当はやらなければいけないこと】

企
画
管
理

現
場
実
務

新規

既存領域

新規事業担当 ※イノベーション担当

経営インフラ（経理、財務、総務、法務等）

人事・組織

知財・情報システム

調達・渉外

サ
ー
ビ
ス
＆

フ
ォ
ロ
ー

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

＆
販
売

製
造
・
流
通/

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

設
計
・
開
発

企
画

研
究

全
体
戦
略

※
D
X

担
当

やった分
お金を獲得

労働集約型

やった分
学ぶ時間が減る

短期的な満足/
現状維持

学習・成長機会
喪失

必要なことを
省略

★★★
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◼支援施策があったとしても活用しきれず、
結局は現状維持をすることで手一杯になってしまう。
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“クイモノ”

どうしたらいいか
わからない

疲れている

はやく楽したい

銀行からの借金は、
返さなきゃいけないから嫌
（怖い・・・金融排除のイメージ）

行政の助成金は
返さなくてもいいから
活用したい

難しいことは
よくわからないから
“先生”に任せよう

行政依存度UP

外部依存度UP
動かない、
活用できない

コンサルやSIベンダーの
商売のタネになっている。。。かも

倫理的な問題も？
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要点

No Why…

Just What and How!

失ったものは“気づく力”
17

★★★
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規模への囚われをなくそう

昭和の劣化コピーをやめよう

机上論から入るのをやめよう

18

まとめ
★★★
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新型コロナウィルスによる影響（4分）
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明確になった選択肢

or消滅
環境の変化に飲み込まれ

するか？

進化
環境を受け入れ適応し

するか？

20

イノベーション

★★★
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◼ COVID-19よりも“人の存在・行動そのもの”による危機に変質

⇒ 単に実力＝社会の脆弱性が露呈した

21

表面化した脆弱性

≒

発症までの潜伏期間中に感染拡大 課題が表面化するまでの間に複雑化

★★★
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◼超高付加価値を提供する、または地域の人的な信頼関係を活かすことが
コロナ影響下で事業継続するための必須命題となっている。
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コロナによる影響

目的志向

機能志向

日常 非日常

コミュニティ型 中継型

嗜好型 イベント型

• 滞在型旅行

• MICE
• 冠婚葬祭 など

行動目的となる、
非常に体験価値の高い
サービス

• サービスエリア
• ビジネスホテル
• 長距離バス など

行動目的に対して、
経路上にあるために
利用されるサービス

• 居酒屋
• ショッピングモール
• カラオケ店 など

日常の動線から
少し外れて“わざわざ”
利用しに行くサービス

• 商店街の店舗
• 食堂・ファストフード
• 地域公共交通など

日常の仕事や暮らしの
同線上に存在する
必然のサービス

超高付加価値モデルに活路

地域密着の関係性に活路

★★★
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◼コロナ禍で事業に対応していくためには、
従来のビジネスから変容することが必然であり、体力勝負になる。

23

コロナ禍での対応課題＝ビジネス転換

オンラインサービス化 デリバリー対応 衛生管理

デジタル・リテラシー 道路交通法等の規制 品質基準の担保

主な例）
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社会そのものが
変わらなければならない

社会に合わせて組織（仕事）も
変わらなければいけない

組織（仕事）に合わせて
人から変わらなければいけない

24

まとめ
★★★
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今後へのアプローチ（5分）
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向き合うべきこと

私たちには、あとどれくらい
時間が残されているのだろうか？

私たちは、
未来に何を残せるのだろうか？

社会を継承する

26

★★★
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◼次なる社会変容を実現するためには、
利害関係者の心理的な壁を超える“トラスト”を扱うことが求められる。

社会変容＝コミュニケーションの変容

物理的な距離
⇒モビリティ（動力）

時間的な手間
⇒デジタル（情報技術）

心理的な壁
⇒トラスト（信用・信頼）

27

本質的に扱うべき領域



©Field Flow.biz

◼オーケストラがハーモニーを創るように、
社会全体で価値を創り、進化していく、オーケストレーションな世界観。

目指すべき世界観

「オーケストレーション」＝社会の共通価値を創出するための全体性

「コントリビューション」
価値創出への貢献

「コンダクターシップ」：利他的な創発の実践

「フロー」
社会への還元・波及

28
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◼トラスト（信用・信頼）を扱うことができる社会に、
根本から変容することがいま求められている。

求められる変容

ひとの変容
（人財開発）

社会の変容
（事業開発）

関係性の変容
（組織開発）

デジタル・トランスフォーメーション

イノベーション

29

トラスト
（信用・信頼）

マインドセット

★★★
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◼マインドセットとは社会文化を築くための“気づく力”であり、
個々人が学習し、成長するための基盤である認知能力そのもの。

30

認知能力としてのマインドセット

見えていない/
分からない
部分

① 見えてない/
分からないことに
気づく

見えている/
分かっている

部分

※ 安易にとらわれない 見
え
る/

分
か
る
こ
と
が

可
能
に
な
る

② 見る/分かるための
方法を学ぶ

③ 見よう/分かろうと
意識する

★★★
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感性を磨くマインド・フルネス

構造化する
ロジカル・
シンキング 批判的な視点

可能性を描く
アート・

シンキング主観的な視点
（感覚）

◼多角的な視点からものごとを捉える思考の技術が
課題解決・価値創出を現実的に可能にする（＝イノベーション創出）。
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思考技術

実体把握するファクト・フルネス

具現化する
デザイン・
シンキング

質より量の
ラテラル・
シンキング

細部認識
（虫の眼）

俯瞰的視野
（鳥の眼）

未来への流れを
読む視点
（魚の眼）

過去から
学習する視点
（機械の眼）

客観的な視点
（論理）

肯定的な視点

全体性を
掴む眼

システム・
シンキング
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◼社会システムのモデルである“かせぐまちづくり”は
けん引事業を軸に、持続的で自律的な課題解決・価値創出を可能にする。

かせぐまちづくり

【地域社会システム】

高度な知見を有する
ホンモノのプロ人財

資源の支援実践支援

活躍機会

知見

報酬 リターン

地域社会
（市場）

価値提供 収益

地域の
人びと

QOL向上

参画

雇用
所得

他の地域社会システム ブランド発信

交流

利用
（収益）

拡大
（価値提供）

刺激・
事業機会

資源の支援

協力・
連携

実践支援
相談 リターン

雇用

所得

パートナー
ネットワーク

紹介

報酬

真のかせぐ力がある
けん引事業

多様な資源の
ハブとなる金融機能

追随する他の民間事業
（創業含む）

コンダクターシップ

32
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◼直接対面だけでなく、オンラインの環境を最大限に活用し、
従来にない組織同士の連携を促進して活動を加速する。

コミュニティをつなぐ

マッチング（顧客・人脈紹介）
相
互
支
援

知見提供

経営資源協力（シェア）

協
働
活
動

研究・開発（投資活動）

マーケティング

人財採用・育成

社
会
活
動

地域貢献

社会提言

CSR対応（SDGs等）
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オンラインでの関係性

※オンラインは直接対面より
早く丁寧で正確な反応が必要

直接対面での関係性

※直接対面ではオンラインより
感情や感覚的な表現が重要
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◼実践と対話を通じた相互学習により安定性と効率性を高めることで、
新たな価値創造のための余力を創り出すことが可能になる。

相互学習する

現状分析 見える化 最適化 機械学習（AI化）

コミュニティでの対話

一人一人の実践

Decide：決断

Observe：観察

Orient：適応Act：行動

一人一人の実践

コミュニティでの対話

Check：評価

Plan：計画

Do：実行Action：改善

データ・モデリング データ分析・活用

新たな
価値創出へ

34
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◼地域を一つの会社のように見立て、
社会価値を提供するためのバリューチェーンを描き直していく。

35

地域を一つのバリューチェーン化

企
画
管
理

現
場
実
務

新規

既存領域

新規事業担当 ※イノベーション担当

経営インフラ（経理、財務、総務、法務等）

人事・組織

知財・情報システム

調達・渉外

サ
ー
ビ
ス
＆

フ
ォ
ロ
ー

マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ

＆
販
売

製
造
・
流
通/

オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン

設
計
・
開
発

企
画

研
究

全
体
戦
略

※
D
X

担
当
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◼変化やリスクに対して適応性が高く、より持続性の高い
社会共通の「幸福」という“価値”を追求する。

より総合的なKGIの設定

有形・具体物 無形・抽象概念

非
地
位
財

・
定
性
的

地
位
財

・
定
量
的

適応性の高い価値

持
続
性
の
高
い
価
値

自然環境

健康体

文化財

価格・指標

利用サービス

所有物

情報・知識

資格・勲章

地位・権利

愛情

信頼

幸福

36

デジタル
を活かし
KGI化
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◼人財・技術・データをつなぎ合わせ、集約することで、
コミュニティが社会共通価値を築くプラットフォームになる。

37

KPI＝プラットフォーム上の流通データ量

プラットフォーム技術 人財

データ

サービス

既存データ（オープンデータ、企業内データ他）

関連技術
（AI、IoT、ロボティクス etc.）

プロフェッショナル
（専門家、ファシリテーター）

既存サービス
（金融、保険、店舗 etc.）

社会制度
（法規制、助成制度 etc.）

KGIと因果関係のある
価値循環のデータトランザクションをKPI化

（コミュニケーション＝価値循環）

持続的発達
（学習）限界費用の最小化 限界効用の最大化× ×
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◼オンラインとリアルのハイブリッドで、
地道な対話から関係性を作り、地域での実践につないでいっている。

38

参考）活動は地道に（おもてなし規格認証）
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デジタルという文化を前提にトラストを扱う
コンダクターシップ実践人財を育成

一点突破してから社会価値の循環を築く
“かせぐまちづくり”の推進

価値創出のプラットフォームとなる
相互学習コミュニティを形成

39

まとめ
★★★
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全体まとめ（2分）
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◼大前提として、社会文化としてのデジタルは必須（Not IT）

◼価値創出の源泉である、一人一人の人の成長・発達が不可欠
（マインドセット＝認知能力の再構成）

◼そのうえでの自立した地域社会システムのリデザインが必要
（かせぐまちづくり×コンダクターシップによる信頼の文化形成）

◼金銭的な側面だけでない “社会共通価値”のための実践活動を活性化
＝ 社会共通価値創出のKGIを設定（競争力ランキング、幸福度等）

◼ KPIとしてはその活動を見える化した、因果関係のある“データ”
（投入リソースに対して創出・流通される、
コミュニケーションに関わるトランザクション・データ）

41

まとめ
★★★
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世界に驚きと喜びと安心を。


